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【昨日の市況概要】 公示仲値 151.53

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 151.53 1.0832 164.00 1.2627 0.6538
SYD-NY High 151.97 1.0839 164.42 1.2641 0.6539
SYD-NY Low 151.03 1.0811 163.47 1.2606 0.6512
NY 5:00 PM 151.32 1.0828 163.74 1.2641 0.6535

終値 （前日比） 終値 （前日比）

NY DOW 39,760.08 477.75 日本2年債 0.1900% ▲0.0100%

NASDAQ 16,399.52 83.82 日本10年債 0.7200% ▲0.0200%

S&P 5,248.49 44.91 米国2年債 4.5672% ▲0.0249%

日経平均 40,762.73 364.70 米国5年債 4.1818% ▲0.0401%

TOPIX 2,799.28 18.48 米国10年債 4.1874% ▲0.0492%

ｼｶｺﾞ日経先物 40,510.00 190.00 独10年債 2.2900% ▲0.0570%

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,931.98 1.02 英10年債 3.9255% ▲0.0440%

DAX 18,477.09 92.74 豪10年債 4.0240% ▲0.0280%

ﾊﾝｾﾝ指数 16,392.84 ▲ 225.48 USDJPY 1M Vol 7.44% 0.55% 　
上海総合 2,993.14 ▲ 38.34 USDJPY 3M Vol 8.17% 0.15%

NY金 2,212.70 13.50 USDJPY 6M Vol 8.46% 0.09% 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】
WTI 81.35 ▲ 0.27 USDJPY 1M 25RR ▲0.91% Yen Call Over

CRB指数 286.76 ▲ 1.05 EURJPY 3M Vol 7.77% 0.11%

ドルインデックス 104.35 0.05 EURJPY 6M Vol 8.17% ▲0.02%

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：西・鈴木

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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海外市場のﾄﾞﾙ円は151円台半ばでｽﾀｰﾄ。田村日銀審議委員が今後の金融政策を巡り、「ゆっくり着実に正常化してい
く」との見方を示すと、当面金融緩和の環境が続くとの思惑から円売りが優勢となり、151.97まで上昇し、1990年以来の高
値を付ける。しかし、その後は鈴木財務相の踏み込んだ円安牽制発言や米金利の低下を受け、一転軟調な値動きとな
り、151.23ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。本日は注目の米経済指標の発表を控えていない中、午前中は151.30付近を中心とした狭い
ﾚﾝｼﾞ推移が続く。午後は米7年債の堅調な入札結果を受け、米金利が低水準で推移する展開を横目に、151.40近くで上
値重い値動きが続き、151.32ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。　一方、海外市場のﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.08台前半でｽﾀｰﾄ。材料難の中、1.0830付近
を挟んだ推移が続き、1.0821ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。材料難の中、独金利が低水準で推移する展開が上値を抑え、1.0820付近
を挟んだ方向感乏しい推移が終始続き、1.0828ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。
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東京時間ﾄﾞﾙ円は151.53ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。田村日銀審議委員が金融政策運営について、ゆっくりと着実に正常化を進めて
いく考えを示すと市場はﾄﾞﾙ買い円売りで反応。151.97まで上昇し、年初来高値更新後は鈴木財務大臣の円安牽制発言
もあり上値は重く推移し、151.73ﾚﾍﾞﾙで海外時間に渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､151.73ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡日本当局の為替に関するﾍｯﾄﾞﾗｲﾝが流れる中で円安の巻き戻しが見られ
151.03まで売られ､結局151.23ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡なお本日ｽｳｪｰﾃﾞﾝ中銀が政策金利を予想通り据え置き､ｸﾛｰﾅは上下
に振れた後弱含み｡南ｱ中銀も政策金利を予想通り据え置いたものの、ﾗﾝﾄﾞへの影響は限定的だった｡
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昨日のドル円は上に往ってこい。タカ派と目される田村審議委員が「ゆっくり着実に正常化していく」との発言に一
時34年ぶりの水準（151.97）まで上昇するも、節目の152円を前に、本邦当局者からの口先介入や三者会合が行
われるとのHLで下落し、151円ちょうど付近まで値を下げる場面もあった。
本日も昨日と同様に神経質な展開が続くか。神田財務官からは「行き過ぎた動きに対してはあらゆる手段を排除
せず適切な対応をとる」と為替介入を辞さないスタンスを示した。円安けん制のトーンは確実に上がっており、152
円が明確なレジスタンスとして再認識されたことで上値は重いか。本日は日銀3月会合の「主な意見」も公表される。
植田総裁も為替が経済や物価に影響を与えるなら金融政策としての対応を考えていくと話していることからも、議
論内容を確認する必要があるだろう。

【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

3月27日 10:00 日 日銀　田村審議委員　講演
19:00 欧 消費者信頼感・確報 3月 -14.9 -
19:00 欧 景況感指数 3月 96.3 96.2

3月28日 07:00 米 FRB ウォラー理事　講演
【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回
3月28日 08:50 日 日銀　主な意見(3月会合) -

16:00 独 小売売上高(前月比) 2月 0.4% -0.4%
16:00 英 GDP(前期比/前年比)・確報 4Q -0.3%/-0.2% -0.3%/-0.2%
21:30 米 GDP(年率/前期比) 4Q T 3.2% 3.2%
21:30 米 個人消費 4Q T 3.0% 3.0%
21:30 米 新規失業保険申請件数 23-Mar 212K 210K
23:00 米 中古住宅販売仮契約(前月比) 2月 1.5% -4.9%
23:00 米 ミシガン大学消費者ﾏｲﾝﾄﾞ・確報 3月 76.5 76.5

「当面、緩和的な金融環境が継続すると考えている」

-

「利下げ全体の回数を減らすか、さらに先送りするのが適切」


